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 以下の理由により、産業構造審議会商務流通情報分科会情報経済小委員会
（小委員会）の下に試験ワーキンググループ（ＷＧ）を新たに設置したい。 

１．背景 

 ＩＴ人材に係る政策課題については、これまで情報経済小委員会及び同小
委員会の下に設置されたＩＴ人材ＷＧにおいて検討を行ってきたところであ
り、その中で、セキュリティ人材の育成に向けて、情報処理技術者試験にお
ける情報セキュリティマネジメント試験の創設や、情報セキュリティスペシ
ャリスト試験への更新制導入等の改革の方向性を導出してきたところである。 
 今後、これらの方向性に従って、試験制度やセキュリティ人材の新たな資
格登録・更新制度について具体的な検討を行う必要があるため、新たにそれ
らを専門に検討するＷＧを設置することとしたい。 

２．ＷＧを新設する理由 

情報処理技術者試験やセキュリティ人材の資格登録・更新制度に係る技術
的・実務的な検討が必要な事項については、以下の理由により、ＷＧを新設
して検討する必要がある。 
・試験制度や資格登録・更新制度に係る議論は、専門性が高いため集中して

検討する必要があり、議論の頻度も多大になる見込み。そのため、専門的
知見を有する有識者に、機動的・集中的に集まっていただく必要がある。 

・ＩＴ人材ＷＧにおいては、ＩＴ人材を活用するＩＴユーザやＩＴベンダ、
ＩＴ人材を育成する大学関係者等に集まっていただき、求められる人材像
等について検討を行ってきたが、試験制度や新たな資格登録制度の具体化
の検討にあたっては、試験委員等の試験実務に携わったことのある有識者
等も交えて議論を行う必要があり、必要とされる専門性が異なることから、
別途のＷＧとして立ち上げる必要がある。 

３.今後の予定

年度内を目途に３～４回程度の審議を行い、新たに創設する予定のセキュ
リティ人材の資格登録制度の具体化を行う。 
平成２８年度以降においては、情報経済小委員会及びＩＴ人材ＷＧにおけ

る検討結果等を踏まえ、必要な検討を行う。 

以上 


